
アサヒグループホールディングス
お客様生活文化研究所調べ　　　　レジャーの春　国内旅行に行くならどこへ

北海道や沖縄、九州が人気
　
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
お
客
様
生
活
文
化
研
究
所
は
こ
の
ほ
ど
、
国
内
旅
行
を
テ

ー
マ
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
公
表
し
た
。旅
行
頻
度
は
連
休
を
利
用
し
て
年
２
～
３
回
、

行
き
先
は
北
海
道
や
沖
縄
、
九
州
と
い
っ
た
遠
方
に
人
気
が
集
ま
る
な
ど
、
興
味
深
い
結
果
が
ま
と

ま
っ
た
。
調
査
は
２
月

日
～
３
月
３
日
、
全
国
の

歳
以
上
の
男
女
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
調
査
し
た
。
有
効
回
答
数
は
２
８
２
３
人
。

　「インターネットで探す」が断トツ。旅行計画の検討にネットが必要不可欠なことがう
かがえる。２位は「テレビ番組（紀行、情報番組など）を参考にする」。映像情報で旅先
のイメージが把握しやすいことやテレビドラマの舞台の地を訪問したいなどが理由になっ
ている。また「最初はネットで調べ、次にパンフレットを集め、最終的にネットか旅行会
社で申し込む」と、複合的にメディアを活用する人もいる。かつてのように旅行会社のカ
ウンターを訪れ、相談するケースは少なくなっている。

　ゴールデンウイークやお盆、年末年始など、大型連休に合わせて旅行に出
かけるという意見が多く、「（旅行頻度は）年間２～３回」との回答が一番
多い。「４回以上」も．％になり、全体の半数以上が、年間に複数回の国
内旅行を楽しんでいることが分かった。一方で「ほとんど旅行しない」とい
う人も．％を占めた。「小さな子がいる」「介護をしている」「ペットが
いる」「（料金の高いので）我慢している」などの意見があった。

　グルメや大自然が魅力の北海道が１位。３月まで放送されていた
ＮＨＫ朝の連続テレビ小説「マッサン」の舞台となった余市町も注
目を集めた。２位は北海道とは逆に温暖な沖縄（離島）が入った。
北海道も沖縄も時間やコスト面から気軽には行けないため、憧れが
増す旅先と言える。６位の北陸は新幹線の開業が影響している。

　「郷土料理」「宿」「温泉」が旅行の三大目的になっている。「観
光（名所・街めぐり）」よりも、食事や旅館・ホテルを重視する傾向
がうかがえる。旅館やホテルのサービス、温泉施設の充実が旅行選び
の決め手といえる。５位には「目的地までの交通（飛行機・新幹線・
船など）」が入った。その中でも特に、鉄道の人気は高い。

（９） 第２７９４号第３種郵便物認可２０１５年（平成２７年）４月１８日（土曜日）

　
「
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年
１
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。


代
と

代
以
上
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そ
れ
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れ
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近
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イ
ン
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。
現
役
世
代
よ
り
も
、
比
較
的
時
間
と
お
金
に
余
裕
が
あ
る
シ
ニ
ア
層
の
旅
行
意
欲
や

頻
度
の
高
さ
が
表
れ
た
。


